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　今回の学校だよりは、３学期スタート、新委員会活動、新生徒会発足、佐賀市
学校教育ビジョン2025、よかねぇ佐賀弁です。

文責 校長 杠

学び

ふれあい

伸びゆく芙蓉

新年、明けまして、おめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。本年もかわ

らぬ御理解と御協力どうぞよろしくお願いいたします。また、皆様にとって令和８年が飛躍の

１年となりますことを、心よりお祈り申し上げます。

令和７年「巳」年は、「変化」と「成長」。脱皮を繰り返し成長し、ゆっくりとしなやかに

曲線を描きながら前に進んできました。令和８年「午」年は、「挑戦」と「飛躍」。「巳の

年」の地道な努力や蓄積が、「午の年」のダイナミックな行動力によって大きく実を結ぶと言

われます。１学期、２学期と、芙蓉校の子どもたちは準備力を高め、何事にも一生懸命取り組

み、経験値を上げてきました。子どもたちが、この新しい年にどのような新しい風を吹き込ん

でくれるのか、どのように駆け抜けてくれるのか、今から大変楽しみです。「馬」は古来より

人との深い縁をもち、親しまれてきました。馬は、一心に目的に向かい進みます。馬は、一心

に打ち込み力強く実りを育みます。挑戦と飛躍。前向きなエネルギーと諦めない気持ちをもっ

て、新たな挑戦の年にしてほしいと思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

生徒会長選挙を経て令和８年の新生徒会役員が発足しました。そこで１２月２４日（水）に、

旧生徒会役員退任式と新生徒会役員任命式を行いました。退任するメンバーを代表し、井上幸

音さんが、これまで生徒会活動に協力してくれたことへの感謝と後輩へ託す思いを伝えました。

新役員を代表して、生徒会長の樋口琴葉さんが、新たな取組みに挑戦する意気込みを述べまし

た。これからの活躍が楽しみです。

小学部では、計画・図書・健康・環境の４つで委員会活動を行っています。これまで、６年

生が中心となり、行事や環境ＩＳＯなどを成功に導いてくれました。６年生のリーダーシップ、

そして、５年生のフォロワーシップがとても素晴らしかったです。１月からは４年生が仲間入

りし、新体制でのスタートとなります。この３学期は、令和８年度の０学期。来年度の好発進

のため、しっかりと引継ぎを行ってほしいと思います。新体制での委員会活動、楽しみにして

います。御家庭でも、応援の言葉かけをどうぞよろしくお願いいたします。



　次号は、２月の行事予定を掲載する予定です。

８日（木） いじめ・いのちを考える日

３学期始業式、学部集会

９日（金） 給食開始

フレンズタイム

12日（月） 祝日 成人の日

13日（火） チャレンジタイム

14日（水） 子どもお守り隊

15日（木） お話会

委員会活動（新）

㊥生徒朝会

16日（金） なかよしタイム

18日（日）県一斉部活動休業日

育友会 資源物回収

今号は「く」で始まる言葉です。

① くー ② くびっ ③ ぐらいすっ ①とても②しばる、むずぶ③がっかりする

19日（月） バルーン搭乗体験

20日（火）㊥職業人に学ぶ（7年生）⑤

21日（水）スクールカウンセラー来校

22日（木）県内私立高校前期試験
フッ化物洗口

学習参観③④
㊥志を立てる会（８年）⑤⑥

23日（金）新入児保護者説明会

26日（月）全校朝会

27日（火）福岡県私立高校推薦・専願入試
チャレンジタイム

㊥学級生徒会

29日（木）フッ化物洗口

代表委員会

30日（金） なかよしタイム
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(1) これからの時代に求められる力が変わってきています。
・ＡＩやテクノロジーの発展により、知識や情報は瞬時に手に入り、社会の在り方は大きく変わっていく

ことが予想されます。

・情報をただ受け取るだけでなく、その「価値」を考え、必要な情報を見極める力が求められていきます。

・そうした情報をどのように活用し、新たな価値を生み出せるかが問われる時代となっていくことが予想

されます。

(2) 教室には多様な子どもたちが集まっています。
・興味･関心や学習の理解度、理解しやすい方法、認知特性などそれぞれ個人差があり、子どもたちはみ

んな違います。

・「みんな一緒に」「みんな同じことを」「同じ方法」での学びでは、多様な子どもたちへの対応が難し

くなっています。

(3) 個人も社会も、今も未来もweII-beingが求められています。
・子どもたちのwell-beingを高めるためには、教職員も含めた学校全体のwell-beingが重要です。

・それが、家庭や地域、社会全体に広がり、世代を超えて豊かな未来につながっていくという姿の実現が

求められています。
※well-being （ウェルビーイング）身体的・精神的に健康であるだけでなく、社会的にも満たされ「幸福」である状態。

そこで、

最上位目標を「子どものwell-beingの実現

～“私も”“あなたも”“今も”“未来も” 自分らしく輝く ～」

とし、実現したい子どもたちの姿を定めた指針として「佐賀市教育ビジョン」が策定されました。今年度、

本校では、研究テーマを「自分の考えを自信をもって表現することができる児童生徒の育成～小中９年間

を見通した一人一台端末の有効活用～」とし、日々、教育活動を行っています。「佐賀市学校教育ビジョ

ン」は、二次元バーコードより詳しい内容がご覧いただけます。


